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センター長よりご挨拶 センター長 飯島 克則

本年度に入りようやく新型コロナ感染が落ち着いてきて、世の中は通常の経済活動が再開されていま

す。コロナ禍によって病院経営も大きな影響を受けましたが、コロナ後もその影響が残っており、なか

なか病院の稼働率が上がらない状況が続いており当院も同様です。当センターでは、患者様、紹介医か

らの紹介手続きを円滑にして、より多くの患者様が当院に紹介されるように努力いたします。

当センターが主導して一昨年に導入した入退院支援加算１ですが、算定割合は80％を超え全国的にみ

ても非常に高い値で推移しており、システムとしてすっかり定着したと思われます。また、これとは別

に入院前支援介入体制を拡充すべく昨年9月から開始した入院前支援の予約制も大きな問題なく進んでお

ります。これらは各診療科のスタッフの皆様のご協力の賜物と感謝いたしております。ただ、予約制は、

患者様にこのためだけに来院してもらうこともあり、その意味では、患者様の新たな負担となります。

今後、患者様からのアンケート調査を行い、それを参考に最終的に満足度向上につなげたいと考えてい

ます。

昨年、がん診療拠点病院の整備に関する指針が新しく示され、その中で、初診から治療開始前にすべ

てのがん患者さんが少なくとも一度はがん相談支援センターを訪問することが提言され、さらに、次回

の指針では、これが、がん診療拠点病院の指定要件になるとのことです。これを踏まえて、当センター

では、これから数年かけて、病院全体でがん相談支援センターの活動の周知を図りたいと考えておりま

す。このためには、特にがん患者様の主治医のご協力は不可欠ですので、ご理解のほどよろしくお願い

いたします。

最後に、本年度も当センターの活動にご理解、ご支援のほどよろしくお願いいたします。

地域医療患者支援センター・がん相談支援センターのセンター長を拝命し3年目になります。

当センターは、入退院支援部門、地域医療連携部門、がん・遺伝相談部門、相談支援部門の

４つの部門からなり、各部門には、専門の知識を持つ看護師、ソーシャルワーカー、事務員

を配し、総勢31名で精力的に活動しております。

令和5年度 センター活動計画

4. 診断初期から「がん相談支援センター」の利活用が得られるよう周知し、認知度の向上を図る

1. 入院前支援の予約制の定着と予約枠の拡大を図る

2. 退院支援計画書の内容や退院支援カンファレンス体制を見直し、

綿密な連携を強化するとともに診療報酬算定件数の維持・増加に取り組む

3. 「身寄りのない患者への応急対応マニュアル」を作成し、各部署で活用できるよう体制を整備する
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令和4年度入退院支援に関わる算定状況



菅千美 看護師
（がん化学療法看護認定看護師）

小松香織 看護師

～新しいスタッフのご紹介～

～退職・異動されるスタッフからのご挨拶～

村越伴子 MSW

医療ソーシャルワーカーとして4年間勤務させ

ていただきました。

患者さんはじめご家族、当センタースタッフ・

院内他部署・院外関係機関の皆様からたくさん

のことを学ばせていただきました。

ご指導いただき、皆様には感謝の想いでいっぱ

いです。

1年半の短い期間でしたが、入院前支援で患者

さんに対応させていただきました。

患者さんの入退院に向けて重要な部署であるこ

とを知ることができました。

小川敦子 看護師
田口郁子 副看護師長

3年間大変お世話になりました。

消化器内科と腫瘍内科の退院支援を担当し、

がん相談や家族支援を経験させていただき

ました。

支援に難渋する事例が大半ですが、人と人

のつながりがあれば乗り越えてやりがいに

つながると学び得ることができました。

地域医療や在宅看護との連携を多職種の皆

さんと協働できたことは、貴重な経験であ

り個人の宝でもあります。

今後も院内外の医療連携や看護連携に広い

視野を持って、一緒に取り組んでいけたら

と思います。

大沢美香 看護師

4月から配属となりました。

病棟・外来スタッフや多職種・他部門と連携

し、患者さん・ご家族の思いに寄り添い、望

む支援ができるように努めていきます。

5月から配属となりました。

これまで病棟で関わった経験を活かしながら、

退院後も患者さん・ご家族が安心して療養や

生活ができるよう、

経験を重ねていきたいと思っています。

今年度から、がん相談支援の担当となりま

した。

がん相談支援では、がんに関する困りごと

について患者さん・ご家族と一緒に考え、

必要に応じて他のスタッフと協力・連携し、

これからの治療や療養生活をサポートして

いきます。

がんに関する様々な不安や疑問がありまし

たら、気軽に相談してください。


